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松

下

従
塞
我
が
国
に
は
下
部
三
亜
紀
層
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
p
最
近
に
な
っ
て
三
高
の
江
原
数
授
は
伊
線
野
村
鹿
の

同
層
に
魔
す
べ
き
ア
ン
巧
ナ
イ
上

二
種
を
報
告
さ
れ
'
我
閲
に
も
固
厨
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
に
な
っ
た
｡
聾
者
は

昨
夏
､
高
知
北
方
の
古
生
暦
紺
地
を
踏
査
中
､
固
ら
す
も
下
部
三
盛
紀
に
魔
す
る
化
石
を
得
た
の
で
責
に
報
沓
す
る

次
第
で
あ
る
C

場
所
は
高
知
市
を
事

O
こ
と
東
北
約
五
里
､
吉
野
川
の

一
文
流
失
内
川
の
上
流
に
治
ふ
上
倉
村
黒
瀧
鹿
ヶ
谷
で
あ

1

っ
て
'
四
十
鎗
年
商
ナ
ウ

マ
ン
氏
は
此
地
を
訪
ひ
二

二
亜
紀
化
石
を
産
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
.
然
し
乍
ら
同
氏
が

報
告
し
た
通
-
､
常
時
既
に
化
石
を
含
む
石
灰
岩
は
石
灰
禦

犯
の
璃
め
に
焼
き
並
-
さ
れ
て
居
て
p
同
氏
は
萄
つ
た

一
片
よ
り
化
石
を
得
た
に
過
ぎ
筏
か
つ
S
O
聾
者
は
串
に
も
数
個
の
晒
石
を
見
出
し
'
可
成
多
-
の
標
本
を
操
典
し

得
た
｡
然
し
石
灰
禦

.･S
に
従
軍
し
た
人
は
既
に
皆
物
故
し
て
屠
る
の
で
ー
其
石
灰
岩
が
鵜
し
て
現
壷
碑
石
の
あ
る
厨
に

ぁ
っ
詑
も
の
か
ー
筑
更
に
其
位
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に
露
出
し
て
層
化
か
現
は
そ
れ
白
身
大
き
な
晒
石
で
あ
っ
た
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一
切
判
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な
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は
帽
に
基
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元
求
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露
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あ
る

-
見
倣
し
'
藍
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附
進
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小
匝
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の
岩
層
を
三
亜
紀
膚
と
考

へ
で
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岩
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叫
韓

此
の
中
2
･

3･
4･
鉢
は
傘
賂
斯
筏
と
考
へ
ら
れ
る
｡
他
の
新
種
や
寧
智
決
定
し
得
篤
い
も
の
の
多
-
が
三
盛
紀
よ

-
は
寧
ろ
上
部
古
生
代
に
其
粕
似
種
を
風
損
す
こ
と
は
輿
暁
あ
る
現
象
で
あ
る
.
即
ち
1
は
ハ

ン
ガ

リ
ー
や
メ
キ
･b

Cq

コ
の
カ
ー
ニ
ッ
ク
厨
よ
ゎ
出
る

A-J[C2/!Za
H
oiT

"lanlLlに
似
て
屠
る
が
へ
後
者
は

フ

レ
ツ
ヒ
等
が
注
意
し
た
や
う
に

別
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弼
泡
の
下
部
泥
魚
層
に
甲
｡

P
t
e
r

z'ilLqea
Z
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e
y
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に
近
似
す
る
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P
j
e
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eCtI.tbJ

二
種
は
シ

レ
..,>
ア
の
下
部
石
炭

紀
厨
よ
-
揖
る
P
.
1･
7JaeZ
a
e
v

ig
nlus
に
遷
化
近
-
､
殊
に

n.
V
.
sp
･I
･

は
只
太
さ
が
小
さ
い
,ご
と
ゝ

酌
耳
が
杓

-
大

き
い
鮎
で
降
別
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
､

no
v
.
sp.
ii.
も
高
さ
と
兵
さ
と
の
比
が
大
き
い
攻
の
聖
泡
で
あ
る
.

Lima

nov.sp.
は
甫
ア
ル
プ
ス
の
カ
ー

ニ
ッ
ク
府
の

L
i"L･a
Su
母
unctata

に
升
形
が
棉
似
す
る
が
'
後
者
に
見
ら
れ
る

G

楯
殊
の
表
面
装
飾

を敬
い
で
居
て
寧
ろ
環
状
線
の
み
を
有
す
る
二
盛
紀
の
､
]
･

･

2'er"ZZIa71E7
に
粕
似
す
る
｡
以
上
四
㌦馴



種
は
靭
-
の
射
-
古
生
代
の
も
の
の
性
肇
を
鞘
び
て
屠
る
が
ー
次
の
三
種
も
亦
同
様
で
あ
る
O
h即
ち

/fF77erop/zoZIsp.

は
現
今
ま
で
に
知
ら
れ
た
四
ヶ
所
(甫
チ
ロ
ル

p
南
ダ
ル
マ
チ
ア
.
と
ア
ブ
ヤ
p
ク
ス
リ
)

鹿
の
下
部
三
亜
種
の
何
れ

I;A

に
も
同
定
さ
れ
な
い
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A
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SP.
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チ
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ー

ル
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愚
兄
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?
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馴
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叉
北
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ロ
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産
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t
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,ZuJ
R
efjIeX

W
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.(何
れ
も
石
衆

紀
)に
良
-
似
て
屠
る
､･hJ此
の
化
石
は
魔
力
を
受
け
て
塵
消
し
て
屠
る
の
で
種
の
決
定
は
不
可
能
で
あ
る
｡
P
r
o
d
lZC
tu
S

s
p
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に
至
っ
て
は
叢
も
注
目
に

櫨
す
る
っ
韓
者
が
得
た
標
本
は
僅
か
に
二
相
l何
れ
も
腹
貯
)
に
過
ぎ
ず
.
保
存
も
良

好
で
は
筏
-
P表
面
に
は
刺
の
基
が
見
え
な
い
が
'其
特
殊
の
形
聾
に
よ
っ
て
安
盆
に
プ
ロ
ダ
ク
ク
ス
と
さ
れ
得
る
｡

更
に
典
故
を
琴

～

∑
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紀
乃
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づ
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此
の
フ
ォ
ー
ナ
は
金
髄
と
し
て
タ
ス
ク
の
フ
ォ
ー
ナ
(下
部
三
盛
紀
)の

一
部
に
殆
ん
ど

一
致
す
る
0
3
を
除
け
ば

す
べ
て
ク
ス
-
種
に
同
定
さ
れ
.
叉
は
比
按
さ
れ
る
か
､
酷
似
す
る
も
の
計
-
で
あ
る
｡
即
ち
其
個
々
に
歌
で
少
し

辞
し
-
述
べ
る
な
ら
ば
､
Ⅰ
は
1
放
形
態
'
装
飾
等
す
べ
て
ク
ス
リ
種
に

1
敦
す
る
が
月
糸
足
口
に
似
た
貯
港
が
左

野
に
あ
る
鮎
で
之
と
匝
別
さ
れ
る
0
2

は
ピ
ッ
･JE･ナ
ー
が
記
し
た
P
･
iw
a720W
Z-
の
若
い
形
に
似
て
居
る
が
､友
野
の



彼
の
耳
が
後
者
の
そ
れ
ま

わ
も
不
明
瞭
と
い
ふ
差
が
あ
る
0

4
及
び
･-,は
完
重
な
標
本
が
得
ら
れ
な
い
の
で
､
タ
ス

ク
種
と
同
定
す
る
こ
･･Jを
博
か
る
｡
6
と
7
は
地
理
的
分
布
贋
-
､
ア
ル
プ

ス
.1
ハ
ン
ガ
リ
ー
ー
弼
逸
か
ら

ソ
ル
ト
レ
y

デ
に
草

in更
に
タ

ス
ク
に
及
び
'肇
嶺
は
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ

ン
に
も
磯
風
さ
れ
る
程
で
あ
る
｡
鎧
瀧
崖
の
も
の
は
完
全

に
此
種
及
び
塵
種
に
同
定
さ
れ
る
｡
8
は
形
の
嘩
化
に
富
む
種
で
ぁ
る
が
､
箕
各
の
型
は
ク
ス
リ
磯
の
そ
れ
′
Y

に

叫

盈
-

一
致
す
る
｡

9
は
ク
ス
リ
種
の

或

る
型
に
酷
似
す
る
が
ピ
ッ
ー
ナ
I
が
呼
ん
だ

Bandflache
が
ク
ス
リ
穂
と

違

っ
て
脚
線
で
殻
の
ま
部
か
ら
匝
劃
さ
れ
'
叉
小
さ
な
前
耳
が
あ
る
ら
し

い
等
の
鮎
で
稜
者
か
ら
区
別
さ
れ
る
｡
1

4
1

は
欧
洲
や
印
度
地
方
産
の
M

,
Za
e
Z,Jig
a
ta
と
は
可
成
-
の
隔
わ
が
あ
る
が
､
タ
ス
ク
の
標

準
型
に
甚

だ近
い
｡

A
7ZO･

d

c7gtOPj10
ra
二
種
に
関
し
て
は
ピ
ッ
ト
ナ
ー
以
前
の
文
厭
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
､
聾
者
が
調
べ
た
限

PD
で
は
､
ク

ス
リ
や
歓
洲
塵
の
も
の
に
同
定
さ
れ
得
る
と
思
は
れ
る
｡
党
に
除
外
し
た
3
は
タ
ス
ク
の
P

.
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及
び
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叫

ラ
P
甫
ア
ル
プ
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塵
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P
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.
(下
部
三
盛
紀
)
に
近
い
O
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以
上
十
種
､
二
歩
種
の
中
で
地
理
的
分
布
の
最
も
大
な
の
は
p
繭
池
の
通

-
｡
6
と

7
で
あ
っ
て
p
此
等
は

デ

ィ

ー
ナ
I
の
ヒ
マ
マ
レ

イ
陰

(H
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e
s
R
eich
)ー
地
中
捧
隆
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edlfterrlneS
R
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び
北
極
臨
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s
R
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に
亘
る
｡
次

い
で
は
日
.
H
で
p
其
多
分
同
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れ
得
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地
中
海
f
北
梅
開
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に
亘
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タ
ス
ク
を

除
-
)
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は
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ル
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レ
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'
南
ア
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プ
ス
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ン
ガ
リ
ー
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比
較
さ
れ
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(
ク
ヰ
ツ
テ

ン
プ
ル
グ
に
よ
れ
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同

定
さ
れ
る
)
O
I
の
基
本
型
は
ク
ス
リ
以
外
に
ヒ
了
フ
ヤ
P
印
度
支
那
に
愚
見
さ
れ
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居
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ポ
バ
ラ
種
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之
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こ
0

同
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得
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の
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あ
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近
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東
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p
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1..瓶
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職
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出
す
c
m
の
類
縁
樽
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ソ
ル
ト
レ
ン
デ
､
ポ
バ
ラ
､
印
度
支

那
p
南
ア
ル
プ
ス
p

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
各
地
に
現
れ
る
O
此
他
4
及
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